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大規模データ間の高速な最適輸送技術
大規模データ間の関係性を高速に算出し

生成AIの学習を効率化します
#顧客体験価値向上 #業務効率化

従来の最適輸送技術は、データ間の類似度や対
応関係を高精度に算出できる一方で、多くの計
算コストが必要となります。

生成AIの学習で必要とされる大規模データ間の
類似度や対応関係の算出にかかる計算コストを
50%削減します。

最適輸送の研究分野において、実世界のデータに潜む巡回対称
性に初めて着目し、さまざまな最適化手法と共にデータの巡回
対称性を活用することで、最適輸送技術の計算コストを大幅に
削減

• データの巡回対称性を利用した最適輸送技術の高速化手法を
世界で初めて提案

• 従来技術と比較して、求まる解の質を落とすことなく高速化
できることを、理論的／実験的に世界で初めて証明

情報技術産業分野に置いて、生成AIをはじめとするさまざまな深層学習モデルの学習効率化に適用（2026年/4Q頃）

出展社＝日本電信電話株式会社 関連リンク＝NTT報道発表「大規模データ間の類似度や対応関係を高速/高精度に算出する技術を開発」
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https://tools.group.ntt/jp/rd/contact/index.php?param01=F&param02=201&param03=D01-02

	スライド番号 1

